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は　じ　め　に　

今回、「隼スカウト章」及び「富士スカウト章」取得の手引きを作成するにあたり、県コミッショナーとして、その経緯と活用について、お話させていただきます。
　ご承知の通り、令和6年4月から、現行のBS、VS部門における進級制度である「一通化」から、BS部門、VS部門が切り離され、それぞれの進級制度へと移行されるとともに、進級章や進級課目の変更も実施されました。
これを機に、県コミッショナーグループとして、VS部門における「隼スカウト章」及び「富士スカウト章」の取得に向けた「隊指導者向けの手引き書」の作成を検討し、進級における支援になればと思い作成することに至りました。
多くの「隼スカウト章」及び「富士スカウト章」の成果物を閲読させていただく中で、いささかその取り組みやプロジェクトの進め方、評価に対して疑問を感じておりました。限られた時間の中で、進級を促すことは、大変難しいことである事と十分理解しておりますが、「自発活動」がこの運動の根幹である以上指導者が主導した活動を実施させるのは、この部門の目標から逸脱するものであり、厳に慎むべきです。
スカウト自身が自発的に進級に対する努力を重ねるのであれば、当然それを支援すべきだと思います。ゆえに、スカウトに意欲があっても、それを支える我々成人指導者がその支援を怠っては、望む進級章を得ることは出来ないでしょう。
そこで、スカウトがより精度の高い「成果物」としての報告書がまとめられるように、各課目に対する指導者としての支援や指導・助言及びまとめ方（報告内容）について、個別に解説した「手引き」を作成しました。
これが全てではありませんが、「隼スカウト章」及び「富士スカウト章」それぞれの【成長と貢献】の課目は、実施する課題（内容）について、「隼スカウト章」においては、企画の段階から地区コミッショナーと相談していただき、成果物が高い評価の得られるものとなるよう、ご指導をいただきたいと思います。「富士スカウト章」においては、各地区担当の県副コミッショナーと相談及び情報共有をしながら、「富士プロジェクト」として、より高いレベルで報告会等を開催して頂ければと期待しております。
現在は、パソコンやスマートフォン等にて、検索すれば簡単に情報が手に入り、生成AIを使えば投げかけた疑問に対し答えを導き出してくれるでしょう。しかし、スカウト運動は「ちかい」と「おきて」の実践を基盤とし、班制度・進歩制度・野外活動のもと、多くの体験から学ぶ「教育運動」です。
「行う事によって学ぶ」、「Learning by Doing」がその基本にあります。
スカウト活動で経験した成果は、必ず社会に出てからの大きな「自信」と人生を歩んでいく「糧」となる事と思います。
「手引き」の活用により、少しでも多くの「隼スカウト章」及び「富士スカウト章」の取得者が出るよう、皆様方のご尽力とご支援をよろしくお願い致します。


　　　　　　　日本ボーイスカウト岐阜県連盟　　　
　県コミッショナー　日比野　守　　　


【提出物の共通認識について】
＜報告書とレポートの違いについて＞
◎報告書とは　…　「事実のみを伝える文書」
　まず「報告書」とは、文字の通り「報告をする文書」です。
この「報告」とは、自分が見たり聞いたりした状況や結果を誰かに伝えることを言います。
報告書には、必ずこうでなければならないという形式はありません。
しかし、その事実や状況が伝わりやすくするよう、書き方を工夫してください。

◎レポートとは　…　「その事実についての主観的視点を含む文書」
　学んだ事実について自分なりに追求や研究を重ね、その結果を自分の考えと併せて書きます。
特に書き方が決められているわけではありません。
　しかし、その内容が伝わりやすくするよう、書き方を工夫してください。

＜参考と引用の違いについて＞
◎参考とは　…　ほかの人が作成した書籍やWebサイトのコンテンツ（文章や事例、データなど）の
中で、自分の考えをまとめるのに役立てたもの。

◎引用とは　…　ほかの人が作成した書籍やWebサイトのコンテンツ（文章や事例、データなど）の
一部をそのまま写すこと。

＜参考や引用のルール＞
◎報告書やレポートに参考や引用した場合は、必ず参考や引用した事を記入すること。

【書籍の一部を参考や引用】
　著者名、出版年、タイトル、ページ
例：ベーデン・パウエル、1908、スカウティング・フォア・ボーイズ、110ｐ～112ｐ

【ネットの一部を参考や引用】
　“Webサイトのページ名”、Webサイト名、更新日付、URL
例：全団調査から⾒えてくるローバースカウト部門の状況と課題、日本ボーイスカウト日本連盟、2024-11-24、https://www.scout.or.jp/member/scoutingmagazine202311_12_13



＜隼章課目＞
１基本　（１）ベンチャー章取得後、最低４ヶ月間「ちかい」と「おきて」の実践に
最善をつくし、隊集会で発表する。

提出物：実施報告と発表レポートの提出

【指導のポイント】
○「ちかい」と「おきて」について、個々の意味について箇条書きするものではなく、
日常生活において、「ちかい」と「おきて」の実践を務める為に
「何を」心掛けているのか、「どのように」最善を尽くしたのかを
具体的に実践した記録を記述させてください。
また、それによって、自分自身及び周りがどのように成長や変化できたのか記述させてください。
[bookmark: _Hlk160614105]○発表した隊集会の報告書も添付させてください。
隊集会で、発表した後の仲間の反応や、隊長からの意見等も記述させてください。

※内容が、「隼章」に挑戦するスカウトにふさわしいものか、成人指導者として判断して、
指導・助言してください。（内容が小・中学生レベルではないか？）



２スカウト技能　（１）自ら課題を設定し、安全、衛生、環境に配慮した、
２泊３日以上の移動キャンプを計画、実施、評価をまとめ報告する。

提出物：企画書・計画書・報告書の提出

【指導のポイント】
○企画・計画の段階で「自ら課題を設定」とあり、移動キャンプを通じて
取組むべき課題（技能・精神・奉仕・信仰・成長と貢献）についての
[bookmark: _Hlk160610859]“目的”と“目標”を明確に設定させてください。※スカウト技能が課題ではありません。
・目的は、課題に取り組んで達成することによって、得ることのできるあるべき姿。
・目標は、目的達成の段階的な指標であり、評価に対応できる内容。
・移動キャンプは課題に取り組む手段・方法であり、“目的”や“目標”ではないことを
理解させてください。
○実施・報告書には、実施内容をありのままを記述させてください。
　・それぞれの目標に対して、評価する
・評価に対して、反省や今後の改善を報告する
・「自ら設定した課題」に対して、目的の達成できたかどうかを報告する
[bookmark: _Hlk160613471]


２スカウト技能　（２）技能章から、「野営章」、「野外炊事章」を取得する。

提出物：修了証の写しを提出

【指導のポイント】
○修了証のコピーを添付してください。



２スカウト技能　（３）考査員認定の技能章から、「救急章」を含む３個取得する。

提出物：修了証の写しを提出

【指導のポイント】
○修了証のコピーを添付してください。



３スカウト精神　（１）地区や県の仲間や地域の仲間と、自分たちの活動や社会における課題を
フォーラム形式で話し合い、将来につながる活動を実施する。
[bookmark: _Hlk160433819]
提出物：報告書の提出

【指導のポイント】
[bookmark: _Hlk160436398]○フォーラム形式で話し合った内容について、報告書として具体的に記述させてください。
　・「自分たちの活動や社会における課題」は何か報告させてください。
　・課題解決のための「将来につながる活動」は何か報告させてください。
・目的達成のための具体的な目標を記入させてください。
○活動の実施・報告書には、実施内容をありのままを記述させてください。
　・目標に対して、評価する
・評価に対して、反省や今後の改善を報告する
・「フォーラムで話し合った課題」に対して、目的が達成できたかどうかを報告する








４奉仕　（１）隊や団、地域社会に貢献することを課題として
企画、計画し、実績を隊長に提出する。
[bookmark: _Hlk160437290]
提出物：企画書・計画書・報告書の提出

【指導のポイント】
○自分ができる「隊や団、地域社会に貢献すること」とは何かを、企画書として作成させてください。
・目的は、課題に取り組んで達成することによって、得ることのできるあるべき姿。
・目標は、目的達成の段階的な指標であり、評価できる内容。
○企画書をもとに、奉仕に関する具体的な実施に向けた計画書を作成させてください。
○活動の実施・報告書には、実施内容をありのままを記述させてください。
　・目標に対して、評価する
・評価に対して、反省や今後の改善を報告する
○奉仕活動を通じた、自身の“感想”や“まとめ”を記述させてください。
〇隊長の評価を報告書に添付してください。



５信仰　（１）自分が信仰する宗教もしくは自分の心に触れた教宗派の歴史と教えを知る。

提出物：レポートの提出

【指導のポイント】
○自身が信仰する宗教、もしくは自身が心に触れた教宗派は何かを記述させてください。
○その宗教の“概要”や“教え”について、レポートにまとめさせてください。
○その宗教の“歴史”について、レポートにまとめさせてください。
○普段から信仰心を深める事柄や習慣を記述させてください。




６成長と貢献　（１）個人プロジェクトまたは、チームの主要な役割として、
プロジェクトを計画、実施し、隊長に報告書を提出し、
「隼プロジェクト」として団行事等で発表する。

提出物：企画書・計画書・実施報告書及び発表におけるレポートの提出

【指導のポイント】
○個人プロジェクトまたは、チームでのプロジェクトでは主要な役割を担うことで、スカウト自身が、PDCAサイクルを体現することに重きを置き、発表を含み完結できるよう、隊長として支援とアドバイスをお願いします。
・目的は、プロジェクトに取り組んで達成することによって得ることのできるあるべき姿。
・目標は、目的達成の段階的な指標であり、評価できる内容。
・プロジェクトは、個人の
○企画書をもとに、実施に向けた具体的な計画書を作成させてください。
○活動の実施・報告書には、実施内容をありのままを記述させてください。
　・それぞれの目標に対して、評価する
・評価に対して、反省や今後の改善を報告する
○プロジェクトを通じた、自身の“感想”や“まとめ”を記述させてください。
[bookmark: _Hlk160614193]○発表した団行事等の様子や発表内容がわかるレポートも添付させてください。
団行事等で、発表した後の仲間の反応や、隊長からの意見等も記述させてください。

【注意】企画書の段階で、地区コミッショナーに内容の相談をしてください。

＜富士章課目＞
１基本　（１）隼スカウトとして、最低６ヶ月間「ちかい」と「おきて」の実践に最善をつくし、
地域や団行事などで発表する。

提出物：実績報告書と発表におけるレポートの提出

【指導のポイント】
○「ちかい」と「おきて」について、個々の意味について箇条書きするものではなく、
隼スカウトとして、「ちかい」と「おきて」の実践を務める為に
「何を」心掛けているのか、「どのように」最善を尽くしたのかを
具体的に実践した記録を記述させてください。
また、それによって、自分自身及び周りがどのように成長や変化できたのか記述させてください。
○発表した地域や団行事の報告書も添付させてください。
地域や団行事などで発表した後の参加者の反応や、隊長からの意見等も記述させてください。

※内容が、「富士章」に挑戦するスカウトにふさわしいものか、成人指導者として判断して、
指導・助言してください。（ベンチャースカウトとして最終到達した内容か？）



１基本　（２）現在の自分の考えと将来の進路についてまとめ、
その内容について隊長と話し合う。

提出物：レポートの提出

【指導のポイント】
〇自身がどうなりたいか？の段階ではなく
今後どう進むべきかをあらゆる視点で、社会人の先輩として対話して下さい。
〇入隊時に話し合った内容と比較して、スカウト自身の成長を自覚させてあげて下さい。
○スカウト運動への体験がこれからの人生において必ず活きることを伝えてください。




２スカウト技能　（１）自ら設定する課題により、２泊３日以上の固定または移動キャンプを
計画し、実施後、評価を報告書にまとめ隊長に提出する。

提出物：計画書・報告書の提出

【指導のポイント】
○企画・計画の段階で、「自ら課題を設定」とあり、固定キャンプか移動キャンプを通じて
取組むべき課題（技能・精神・奉仕・信仰・貢献）についての
“目的”と“目標”を明確に設定させてください。※スカウト技能が課題ではありません。
・目的は、課題に取り組んで、達成することによって得ることのできるあるべき姿。
・目標は、目的達成の段階的な指標であり、評価できる内容。
・固定または移動キャンプは課題に取り組む手段・方法であり、“目的”や“目標”ではないことを
理解させてください。
　・課題を設定するにあたり、隊長として個々のスカウトに助言をしてあげてください。
○実施・報告書には、実施内容をありのままを記述させてください。
　・それぞれの目標に対して、評価する
・評価に対して、反省や今後の改善を報告する
・「自ら設定した課題」に対して、目的の達成できたかどうかを報告する



２スカウト技能　（２）考査員認定の技能章から、「野営管理章」を含む合計６個以上取得する
（ＢＳ時に取得した考査員認定の技能章を含む）。

提出物：修了証の写しを提出

【指導のポイント】
○修了証のコピーを添付してください。



３スカウト精神　（１）『スカウティング・フォア・ボーイズ』を読み、
自身が今後の人生においてどのように社会に対して貢献できるかを
隊長と話し合い感想文を提出する。

提出物：感想文の提出



【指導のポイント】
○スカウティングの世界共通ビジョンである「Creating a Better World」を念頭に
　今後の人生において、社会貢献できることは何かを考えさせてください。
○隊長自身も『スカウティング・フォア・ボーイズ』を熟読していただき、B-Pのスカウト運動への熱意と、社会人として市民としての「あるべき姿」を考えていただき、スカウトと話し合いに臨んでください。
〇隊長の所見を添付してください。



４奉仕　（１）地域社会や学校などでの奉仕活動を企画し、隊長の承認を得て、実施、報告する。

提出物：企画書・計画書・報告書及びレポートの提出

【指導のポイント】
○自分ができる「地域社会や学校で実施できる奉仕活動」とは何かを、
企画書として作成させてください。
・目的は、課題に取り組んで達成することによって得ることのできるあるべき姿。
・目標は、目的達成の段階的な指標であり、評価できる内容。
○企画書をもとに、奉仕に関する具体的な実施に向けた計画書を作成させてください。
○活動の実施・報告書には、実施した内容の記録を記述させてください。
　・目標に対して、評価する
・評価に対して、反省や今後の改善を報告する
○奉仕活動を通じた、自身の“感想”や“まとめ”を記述させてください。
○隊長としての評価の記述をお願いします。



４奉仕　（２）地区、県連盟、日本連盟の行事等に奉仕し、その実績を報告する。

提出物：実績報告書の提出

【指導のポイント】
○行事に奉仕した内容をありのままを記述させてください。
　・奉仕した役務　部署
・奉仕に至る経緯
○行事への奉仕を通じた、自身の“感想”や今後への期待について記述させてください。




５信仰　（１）宗教章を取得するか、取得に対して努力していることを隊長に認めてもらう。

提出物：宗教章授与書の写しの提出　もしくは　報告書の提出

【指導のポイント】
○宗教章授与書のコピーを添付してください。
○宗教章を取得に向け努力している場合、取得に向け取り組んでいる経緯及び経過について、つまびらかに、報告をしてください。
○宗教章取得に向け努力している経緯及び経過について、隊長の所見を添えてください。



６成長と貢献　（１）隼スカウトとして自己の成長と社会に役立つための課題を設定し、
個人プロジェクト（研究、製作、実験など）を自ら企画して、
複数月の期間で実施し、完結させ隊長に報告書を提出し、
「富士プロジェクト」として地域や団行事で報告する。

提出物：企画書・計画書・実施報告書及び報告会におけるレポートの提出

【指導のポイント】
☆複数月にまたぐことを念頭に企画の段階から、報告までの期間(行程)を練るように的確に助言をしてください。
○「個人プロジェクト」を通じて取り組むことで、
スカウト自身及び周りが“成長”し“社会貢献”できるものを企画し企画書として作成させてください。
・目的は、プロジェクトに取り組んで達成することによって得ることのできるあるべき姿。
・目標は、目的達成の段階的な指標であり、評価できる内容。
○企画書をもとに、実施に向けた具体的な計画書を作成させてください。
○活動の実施・報告書には、実施内容をありのままを記述させてください。
　・目標に対して、評価する
・評価に対して、反省や今後の改善を報告する
○プロジェクトを通じた、自身の“感想”や“まとめ”を記述させてください。
○地域や団行事等へ報告した様子や報告内容がわかるレポートも添付させてください。
地域や団行事等で、報告した後の仲間の反応や、隊長からの意見等も記述させてください。

【注意】企画書の段階で、地区担当の県副コミッショナーに内容の相談をしてください。
